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ポポフニュース
No.

　ポポフ（POPOF）はポレポレ基
金（Pole Pole Foundation）の略称
で、1992年にコンゴ民主共和国で
設立されたNGO（非政府・非営利団
体）です。ポレポレとは「ぼちぼち」
という意味のスワヒリ語で、あせらず
ゆっくりと運動の輪を広げていこうと
いう気持ちがこめられています。
　ポポフの目的は、コンゴ東部にあるカフジ・ビ
エガ国立公園の周辺で自然環境の保全、絶滅の危機に瀕
するヒガシローランドゴリラの保護、地域振興、自然保護教育
を実践することにあります。
　会員はほとんど国立公園周辺に居住する地元の人々で、調査
団を組織して土壌や動植物相の現状を調査したり、自然資源の
持続的な利用をはかるように村人たちに呼びかけています。子
供たちの年齢に合わせて環境教育のプログラムをつくり、就学
前の児童から、大学生、主婦にいたるまでさまざまな教育事業
を実施しています。また、国際交流を高めるために観光客に配
布するパンフレットや絵はがきをつくり民芸品を販売して、地
元でエコツーリズムを推進するための活動をしています。
　こういったポポフの活動を支援するために、日本支部ではカ

　まず、このたび東日本大震災でお亡くなりになられた方々に
謹んで哀悼の意を表したいと思います。また、負傷された方々、
家財を失って避難されている方々、福島原発の事故で避難され
ている方々、事故に伴う混乱で多くのトラブルに巻き込まれた
方々に心から応援のエールを送りたいと思います。被災された
方々の中には、これまでポポフを支援していただい
た方々が含まれていると案じています。どう
か無事で、元気にご活躍されていること
を祈っております。
　実は、ポポフの本部があるコンゴ

フジ・ビエガ国立公園周辺の人々
の生活、アート、ヒガシローラン
ドゴリラを題材にした絵はがき、
カレンダー、エコバッグを作成し
て販売し、展示会、講演会を開いて
寄付を募り、現地で保護・教育活動や

必要な物品を購入する資金にあててい
ます。また、民芸品を作成する技術やアイデ

ア、自然保護教育のための教材を提供したりし
ています。現地コンゴの政治情勢が思わしくないため日

本ではまだポポフの会員を募集するまでに至っていませんが、
将来日本からも人材を派遣してより国際的な活動ができるよ
うにしていきたいと思っています。
　ポポフニュースは、最近のポポフの活動を紹介し、今までに
日本で集められた資金がどのような活動に使われたかを報告
するニュースレターです。現地の人々やゴリラの近況について
も報告していこうと思います。また、ポポフが創作したポポフ・
グッズや絵はがきの販売についても紹介しますので、お知り合
いで興味のある方にもぜひ伝えていただきたいと願っていま
す。

民主共和国の東部は、火山性の地震が多発する場所です。これ
までにも大きな地震があって、たくさんの建物が倒壊し、多く
の人々がその下敷きになって命を落としました。北へ約150キ
ロメートル離れた都市は州都でたくさんの人々が暮らしてい
ますが、何度も近くにある火山が噴火して、ひどいときには溶
岩で都市が埋まってしまったこともあります。だから日本で起
きた今度の大震災はとても他人事とは思えません。私たちはコ
ンゴと日本で同じ苦難を分かち合い、復興と再生へ向けて協力
していきたいと願っています。コンゴから日本はとても遠く、
日本へ出かけて支援活動をすることはできませんが、私たちが
いつも皆さんのために祈っていることを忘れないでください。

体は離れていても、空と大地はつながっています。
どうか私たちの祈りの声が届きますように。
そして、一日も早くもとの穏やかな暮ら
しが戻りますように。私たちはいつも
あなた方とともにいます。

ポポフとは

東日本大震災で被災された方々へ

ジョン・カヘークワ
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（2010 年 6 月から 2011 年 6 月まで）活動報告
 2010年

６月19日 ●STOP！絶滅キャンペーン　トークショー「知りたい！守りたい！トラの世界、ゴリラの世界」（山極寿一・戸川久美）、

 トラ・ゾウ保護基金・ポレポレ基金共催、一心寺南会所（大阪市）

７月22日 ●シンポジウム「いのちと環境から考える」（中村桂子・山極寿一・佐野春仁・西村仁志）、

 京都水族館（仮称）と梅小路公園の未来を考える会主催、ハートピア京都（京都市）

７月30日 ●講演「ゴリラの暮らしから少子高齢化社会を考える」（山極寿一）、

 妙心寺社会事業従事者研修大会講演、妙心寺花園会館（京都市）

８月９日 ●講演「人間家族の起源―ゴリラの社会から考える―」（山極寿一）、

 第45回文芸教育全国研究大会基調講演、ALSOKホール（広島市）

9月14日～20日　●世界の霊長類の絵本展　堺町画廊（京都市）

9月16日 ●第23回国際霊長類学会口頭発表「Successful model of regional collaboration for mountain gorilla 

 conservation in Bwindi-Virunga landscape」（Augustin Kanyunyi Basabose）、京都大学時計台百周年記念館（京都市）

 ●第23回国際霊長類学会ポスター発表「Impact of human subsistence on gorilla conservation in the Kahuzi-Biega 

 National Park, Democratic Republic of Congo」（Dominique Bikaba）、京都大学時計台百周年記念館（京都市）

9月17日 ●第23回国際霊長類学会口頭発表「Monitoring of gorillas and environmental education in Kahuzi-Biega 

 National Park, Democratic Republic of Congo」（John Kahekwa）、京都大学時計台百周年記念館（京都市）

 ●第23回国際霊長類学会口頭発表「Quest for coexistence with nonhuman primates」（Juichi Yamagiwa）、

 京都大学時計台百周年記念館（京都市）

９月20日　 ●「アフリカ人の研究者によるアフリカの昔話の語り」（John Kahekwa, Augustin Kanyunyi Basabose, Chimene 

 Nze, Etienne Akomo, Philippe Nbehang）　堺町画廊（京都市）

９月25日 ●講演「アフリカの山とゴリラの魅力」（山極寿一）、

 日本山岳会静岡支部設立60周年記念講演、NPO法人静岡県男女共同参画センター「あざれあ」（静岡市）

9月26日 ●講演「ゴリラに学ぶ子育ての知恵」（山極寿一）、第23回くまもと子育てトーク、山鹿市鹿本生涯学習・健康センター（山鹿市）

10月１日 ●講演「ゴリラ語で絵本を読んでみよう」（山極寿一）、中央区民カレッジ、月島社会教育会館（東京）

10月８日 ●講演「ゴリラの子育てと家族の起源」（山極寿一）、日本助産師会中国・四国地区研修会、米子ワシントンプラザホテル（米子市）

10月９日 ●講演「世界遺産の森から学ぶこと」（山極寿一）、アメニティ2000協会創立10周年記念講演会「自然と共生社会―

 生き物から人間の未来を考える―」、関西学院中学部講堂（西宮市）

10月11日 ●対話「チンパンジーとゴリラの対話」（松沢哲郎・山極寿一）、法然院（京都市）

11月13日、１４日　●SAGA13シンポジウム「ポポフの活動紹介」　麻布大学（相模原市）　よこはま動物園ズーラシア（横浜市）

12月19日　●講演「ゴリラから見た人間の家族―Part 2」（山極寿一）、

 第23回子育て講演会、京都チャイルド・トラスト、キャンパスプラザ京都（京都市）

12月14日～23日　●あべ弘士原画＋作品展「ごりらのごるちゃん」　堺町画廊（京都市）

12月20日 ●「ゴリラ談義」（あべ弘士・山極寿一）　堺町画廊（京都市）

 2011年

1月30日 ●シンポジウム発表「ゴリラ観光の光と影―生物多様性保全と地域振興を目指して」（山極寿一）、

 UNCRDシンポジウム「生物多様性と地域開発」、国際連合地域開発センター（名古屋市）

４月17日 ●座談会「語ろう、動物園の夢」、第126回法然院森の教室「動物園や水族館って何だろう？」（あべ弘士、早川篤、山極寿一）、

 法然院（京都）

５月20日 ●学会発表「生物多様性保全とエコツーリズム―ゴリラ観光の光と影」（山極寿一）、日本アフリカ学会第48回学術大会

 特別講演会「大森林のエコシステム―最先端の研究者の複合的まなざし」、弘前大学（弘前市）

６月12日 ●講演「人間の祖先はどうして熱帯雨林を出たのか―ゴリラとチンパンジーの社会生態から考える」（山極寿一）、

 モンキーカレッジ、日本モンキーセンター（犬山市）
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国際霊長類学会京都大会と霊長類の絵本展

山極寿一

▲ 霊長類絵本展

　昨年の9月12日～17日に、京都大学で第23回国際霊長類学会
学術大会が開かれました。2年に1度開催される霊長類学で最も
大きな大会です。今回は55カ国1000人を超える研究者や学生
が集い、1週間かけて霊長類の研究、保護、福祉などについて熱
く語らいました。今大会の共通テーマは「霊長類と人との共存」
です。でも霊長類が生息するのは主として熱帯地域で、その多
くは発展途上国にあります。そのため、なかなか参加する費用
が捻出できず、これまで生息国からはあまりたくさんの参加者
はのぞめませんでした。今回は大学を会場にして参加費を安く
し、寄付や助成を募って生息国からの参加者を支援することが
でき、実際にサルや類人猿たちと共存している国の研究者が多
く参加することができました。
　ポポフのメンバーも、ジョン・カヘークワ、バサボセ・カニュ
ニ、ドミニク・ビカバの3人が来日しました。このうち、ポポフ日
本支部はジョンさんの来日費用を助成し、大会でポポフの活動
について世界の研究者に紹介することができました。ジョンさ
んはカフジが世界で初めてゴリラ・ツアーを始めた場所である
こと、１頭１頭のゴリラに名前をつけてその行動記録を積み上
げてきたこと、今そのゴリラの名前を使って子どもたちに環境
教育をしていることを語りました。ゴリラに名前をつけて観察
する方法は日本の霊長類学者が始め、１９８０年代のはじめに
私といっしょにゴリラを観察するうちにジョンさんが採用す
るようになったのです。今や観光客にゴリラを説明するにも、
子どもたちにゴリラの歴史を教える上でも大いに役立ってい
ます。
　バサボセさんは、カフジのヒガシローランドゴリラだけでな
く、ヴィルンガ火山群やブウィンディ森林のマウンテンゴリラ

も視野に入れた研究と保護の活動をしています。コンゴ民主共
和国の中央科学研究所の研究員でありながら、IGCP（国際ゴリ
ラ保護計画）というNGOのオフィサーとしても活躍しており、
今や中央アフリカ東部のゴリラ全体の保護に携わっています。
その最近の成果から、どのように地元の要請にこたえたゴリラ
の保護計画を推進していくかについて、マウンテンゴリラの事
例に基づいて発表しました。年々観光客が増えているマウンテ
ンゴリラの地元では観光収入が地元の発展に利用されていま
す。ゴリラを地元の人々の財産として、地元の人々を含めたモ
ニタリング計画を遂行する必要性を述べました。
　ドミニクさんは、これまでバサボセさんや私と続けてきたポ
ポフの地元の社会経済調査の結果について発表しました。隣国
ルワンダの戦争や引き続いて起こった動乱によって地元の経
済は冷え切っていて、コミュニティも力を失っています。２つ
の地域でそれぞれ５つの家族に頼み、毎日食料や物資の消費と
動きを測定してもらった結果、多くの家族で戦災孤児を抱えて
おり、毎日の食事からは必要な栄養を得られていないことがわ
かりました。とくに動物たんぱく質の摂取量が少なく、５分の
４の家族で必要最少量を満たしていませんでした。動物たんぱ
く質の多くは干し魚から得ており、肉の摂取量が足りません。
ポポフはこれまで地元にヤギやブタ、モルモットを配給し、栄
養改善に努めてきましたが、まだまだ不足しているという実態

が浮き彫りになりました。また、料理や
暖をとるための燃料もほとんどが薪や
炭から得ており、石油を用いていたのは
１家族だけでした。これではゴリラの生
息地が荒らされるのは目に見えていま
す。ポポフは苗木センターで成長の早い
木を育て、それを近隣の村々に配って植
林を奨励しています。この活動をさらに
推進していく必要性を強く感じました。
ドミニクさんの発表はポスターで、多く
の人々が見に来て熱心に質問していた
のが印象的でした。
　大会期間中、京都の堺町画廊では世界
の霊長類の絵本展を催し、マダガスカ
ル、アフリカ、アジア、南米など世界各地
で作られている霊長類を題材にした絵
本が展示されました。前国際霊長類学会

◀
霊
長
類
絵
本
展
で
の
昔
話



世界女性の日

ジョン・カヘークワ

▲ POPOFistes のメンバーたち

◀ POPO Fistes 

　このたびは、世界女性の日のポポフ女性会員の行進を支援し
ていただき、ありがとうございました。毎年３月８日の世界女
性の日は、コンゴ民主共和国の女性たちにとって、プラカード
を掲げて行進するのが習慣となっています。昨年はオランダの
アペルドールン動物園から助成を受けました。今年はポポフ日
本支部からの支援を受けられてとてもうれしく思っています。
　今年の行進では、ポポフのロゴが入ったＴシャツを１００枚
作りました。そして、ポポフのために働いている女性たちは伝
統的な衣装の上にこのＴシャツを着て行進に臨みました。女性
たちの中には苗木センターで働いている人や、国立公園の作業
服を作っている人たち、アートセンターでポポフグッズを作っ
ている人たち、環境教育学級で子どもたちを教育している人た
ちがいます。また、カフジ・ビエガ国立公園でレンジャーとして

働いていた夫を、戦争や混乱の中で失った妻たちが１５人含ま
れています。これらのレンジャーたちはゴリラを保護するため
に危険な業務についていて、若くして命を落としたのです。妻
たちはまだ小さい子どもをたくさん抱えています。ポポフはこ
れらの１５人の妻たちにブタを２頭づつ配り、家畜飼養や子ど
もたちの教育の仕事に就いてもらっています。ポポフ日本支部
の助成金は、Ｔシャツの他に、女性たちがまとう伝統的な衣装
のカンガ５０着の購入に充てられました。
　行進はポポフ本部のあるミティから始まりました。二人の女
性が「環境のために共に歩む女性たち、さあ環境を保全するた
めに団結しよう」と書いたベッドシーツを掲げて先頭を歩きま
した。彼らは歌い、踊りながら、ムレサカトリック教会のそばを
通り、空港のあるカヴムまで行進しました。そして腰をおろし、
めいめいが用意してきた食べ物を分け合いながら、環境のため
にこれから何ができるかを話し合いました。いっしょに行進し
た他の団体の女性たちとも交流しました。聞いたところによる
と、ポポフの活動はこの地域で女性たちのモデルとなっている
そうです。とくに、ポポフが育てた苗木を子どもたちが配り、そ
れを各村で女性たちが植えて育てる活動はいい模範になって
います。警察の力によって上から命令するのではなく、自分た
ちが自らの意思で行うコミュニティ・コンサベーションの始ま
りになると考えています。

　このように
世界女性の日
の行進はとて
も成功でした。
ポポフの活動
は女性たちの
手 に よ っ て
しっかり地元
に根付いてい
ます。皆さまの
ご支援に心か
ら感謝いたし
ます。
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会長のアィソン・ジョリーさんをはじめ、何人かの研究者から
絵本を寄付していただきました。中には古い時代に作られた貴
重な本もあって、国によって、時代によって人々がどのように
霊長類を見なしてきたかがよくわかる展示でした。
　９月２０日には、ジョンさんとバサボセさん、それにガボン
から来日したフィリップ・ベアングさん、エチエンヌ・アコモさ
ん、シメーヌ・ンゼさんが加わり、アフリカの昔話を披露しても
らいました。それぞれスワヒリ語とフランス語で語り、それを
伏原納知子さん、安藤智恵子さん、私が同時通訳をしました。途
中で地元の言葉で歌が入り、虫や骸骨がしゃべったり、チンパ
ンジーが人間の赤ん坊をさらっていってしまうなど、奇想天外
な内容でした。面白く、かつ自然とともに生きる人間の暮らし
を改めて考えさせられる話だったと思います。暑さにもかかわ
らず、会場となった堺町画廊は満員で、みな熱心に耳を傾けて
いました。このとき効いたお話の一つは、このポポフニュース
の最後に内容が紹介されていますので、ぜひ読んでください。



　みなさん、はじめまして。ポポフ本部の新しい事務局長
となったマエシェ・キサンガーニです。このたび新しい
NGOのStrong Rootsを立ち上げるためにポポフを離れた
ドミニク・ビカバさんに代わって、事務局の運営を推進す
ることになりました。会長のジョン・カヘークワさん、総
務のジルベ・イググさん、アートセンターのダビッド・ビ
シームワさんと今後のポポフの活動について話し合いを
持ちましたので、ご報告します。
　まずポポフの活動は、１）地域主体の自然保護活動、２）
環境教育、３）エコ。ツーリズム、４）調査研究、５）感染症
対策、に分けられると思います。１）の地域主体の自然保
護活動には、苗木センターによる植林、家畜育成による食
生活の改善、アートセンターの民芸品製作が含まれます。
２）の環境教育には、６つの環境学級によるカフジの自然
を教材にした教育活動のほかに、図書館の建設、住民たち
によるワークショップが含まれます。これらの活動はこ
れまでにもポポフの主力を注いで実施してきたもので、
ずいぶん大きな成果が上がっています。
　戦争が終わって平和の兆しが見え始め、新しく推進し
たい活動は、３）、４）、５）の３つです。３）のエコツーリズ
ムはそもそもポポフが生れたときの最初の目標で、戦争
のためになかなか実現しなかったものです。会長のジョ
ンさんはもともとゴリラ・ツアーのガイドで、現在もカフ
ジ・ビエガ国立公園のガイドの養成に携わっています。幸
いこの２月には日本のTBSが取材に来てゴリラの現状を
日本に伝えてくれました。３月に羽仁カンタさんたち
ケータイゴリラの仲間がカフジを訪れてくれ、ポポフの
活動を視察するとともに、ゴリラの観察を楽しんでくれ
ました。こういった評判が伝わって、ゴリラを見に訪れる
観光客が増えてほしいと思っています。とくに日本から
の来訪を心からお待ちしています。
　４）の調査研究は、バサボセさんや山極さんたちによっ
てこれまで多くの業績があげられてきましたが、しばら
く戦争のために不可能な状態でした。今後は再び国際的
な関心を引き寄せ、地元の学生を巻き込んで調査研究と

成果の普及に努めてほしいと思っています。環境学級の
アンガで育った学生たちがもう高校を卒業するまでにな
りました。これらの学生たちをぜひカフジの自然を理解
し保全する道へ導いていただきたいと思います。
　５）の感染症対策は、新しく、しかも重要な課題です。戦
争のために海外からの援助は途絶え、政府からの運営資
金も来なくなって、多くの病院や診療所は閉鎖を余儀な
くされました。マラリア、コレラ、赤痢などのこわい感染
症に対する正しい知識も普及されないまま、多くの人々
が病に冒されています。とくにエイズは急激に増加し、若
者たちの将来に暗い影を落としています。この病気は、正
しい知識と防止対策さえあれば、確実に防げるのです。ポ
ポフはその普及を行い、感染の防止と治療の対策にこれ
から力を尽くしていこうと考えています。
　このほかにも、１）の地域主体の自然保護活動として堆
肥作りを積極的に推進しようと考えています。これまで
放置されてきた家畜の排せつ物や野菜ごみは、不衛生な
環境や病気の温床となります。これらのごみを集めて堆
肥を作ることにより、生産力の高い土壌を育成しようと
計画しています。すでに住民の協力を得て、堆肥作りを数
カ所で始めました。また、緊急の際の出費対策として、収
入の一部を貯金する運動を始めています。これは主とし
て主婦たちが対象です。市場で生産物を売った収入をす
ぐに使ってしまうのではなく、貯金してそれを急病や学
資など緊急の際の手当てに使うように呼びかけていま
す。そのための預金通帳も作りました。預金はポポフが管
理し、将来共同の事業にも使えるように計画していると
ころです。
　これからもポポフは新しい事業をどんどん展開してい
くつもりです。どうか日本のみなさんも期待していてく
ださい。
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8 月 5 日～ 7日　●ポポフカフェ（新作ポポフうちわ展示会）
うちわでしのごうポポフと暑い夏（7日はバーと映画上映）　　堺町画郎（京都市）
11 月 12 日～ 13 日　●第 14 回サガシンポジウム
ポポフの紹介とグッズ販売を予定しています。　　熊本市動植物園（熊本市）
　　　　　　　

催し
のご
案内

ポポフの新しい取り組み

マエシェ・キサンガーニ
◀ 

モ
ル
モ
ッ
ト
の
飼
育
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　今年の3月に、私はポポフの事務所と環境学級を訪れ、
支援金と図書、環境教育に用いる教材を渡してきました。
ちょうどルワンダで、2009年の国際ゴリラ年にちなんだ
ゴリラの保護計画に関するワークショップが開かれてお
り、GRASP（大型類人猿生存計画）の代表でイギリス人の
イアン・レッドモンドさんが来ていたので、いっしょにポ
ポフを訪れました。イアンさんは1980年に私がマウンテ
ンゴリラの調査を始めた時からの旧友です。ヴィルンガ
火山群で故ダイアン・フォッシー博士の指導を受けてマ
ウンテンゴリラの保護と研究に長年たずさわり、現在も
類人猿とその自然生息地の保護のために世界を駆け回っ
ています。ジョンさんとも古い知り合いで、ポポフのよき
助言者となっています。
　私たちはカフジでなつかしいゴリラたちの顔を見た
後、まずアンガ環境学級を訪れました。ここは中学校（日
本でいえば中学校と高校を合わせたような学校）の生徒
たちが授業を受けていて、大歓迎してくれました。学校の
周りには農場があり、ここで生徒たちは農業の指導も受
けています。苗木センターもあって、イアンと私は生徒た
ちと一緒に記念植樹をしました。生徒たちに話をしてく
れと頼まれ、私が小さいころの日本と状況が似ているこ
とを話しました。野生動物たちは人間の活動によってす
ぐに追い詰められていなくなってしまう。それはこれか
ら無限の可能性をもつ自然の財産
を失うことだと私の考えを述べま
した。生徒たちは将来森林の管理
や野生動物の保護の仕事をしたい
という夢を語り、私たちはとても
楽しいひと時を過ごしました。
　アンガから500メートルぐらい
下ったところには、ポポフの小学
校があります。ここでは子どもた
ちが大きな声で迎えてくれまし
た。4つの教室は子どもたちであふ
れ、先生の質問にわれ先に手をあ
げて答えています。久しぶりに子
どもたちのパワーを感じました。
私は、日本から持ち寄った絵本と
文房具を校長先生に送りました。
絵本は、日本でボランティアの

方々によってスワヒリ語に訳されています。絵本の言葉の
部分にスワヒリ語のシールが貼ってあり、現地のだれもが
読めるようになっています。ポポフのアーティストである
ダビッドが描いた絵本もあるし、伏原納知子さんによって
制作された「ジンガくん市場へいく」という絵本もありま
す。これはポポフの本部がある地元をモデルにしていて、
この近くにあるムダカという市場が実際に絵本に登場し
ます。子どもたちは身の回りで起こっている出来事を絵の
中に発見して、うれしそうにはしゃいでいました。
　ポポフでは図書館の建設という目標があります。誰でも
やって来れて、本が読める図書館があれば、みんなが気軽
に勉強でき、いろんな話ができるに違いありません。これ
から少しずつ本を収集し、図書館のできる環境を整えてい
こうと思っています。そして、いずれはポポフのメンバー
の手でたくさんの本を作って、この地域の昔話や人々の暮
らし、自然の様子を世界の子どもたちに紹介できればいい
な、と思います。

環境学級アンガ訪問

山極寿一

絵本を見る子どもたち ▼

絵本と
教材の

贈呈 ▲
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ゴリラたちの近況

山極寿一

◀ 
甘
え
ん
坊
の
ゴ
リ
ラ
の
赤
ち
ゃ
ん

　先回のポポフニュースで報告したように、ムファンザー
ラ集団とビリンドゥワ集団はリーダーのシルバーバック
が死亡しました。メスと子どもだけの集団はばらばらに
なってしまうのではないかと恐れているのですが、その後
これらの集団の詳しい情報がつかめません。公園のスタッ
フがモニターするにはずいぶん遠いところへ行ってしま
い、しかも彼らが好むビエガ山のふもとはまだ反政府勢力
がいて、極めて危険な地域なのです。時折出くわすベッド
の様子から見ると、まだ新しいシルバーバックが加入して
きて定着しているようには見えません。ただ、ベッドの数
は毎回変わっていて、メスたちが少し分散し始めているよ
うにも思えます。リーダーがいないと人間を怖れてあまり
姿を現さないので、直接観察して確認するのが難しいので
す。表には２集団のメンバーの最大値を示しました。
　昨年の７月１４日に、観光客が訪れるチルンデ湿地のそ
ばでシルバーバックの死体がレンジャーたちによって発
見されました。死後５日ほど経っていましたが、おそらく
１５０キロ以上ある成熟したシルバーバックだろうと推
測されています。死体の近くには３頭のメスがいて、その
うち１頭は赤ん坊を抱えていたようです。メスたちはなか
なかこの死体のそばを離れず、不安そうに森をさまよって
いたということです。ここはチマヌーカ集団の行動域で、
ゴリラたちの大好きなミリアントゥスという大きな果実
がたくさん実ります。おそらくこのゴリラたちはミリアン
トゥスを求めてここへやってきて、チマヌーカ集団と出会
い、オスどうしの激しい闘いになったのではな
いでしょうか。チマヌーカ集団には傷ついたゴ
リラはなく、チマヌーカにも変わった様子はあ
りませんでした。死体が腐乱してしまっている
ので傷を確かめることはできませんでしたが、
病理解剖の結果、オスの死因は病気ではないよ
うです。私は昔マエシェと呼ばれるシルバー
バックが他の集団と闘い、胸に大きな咬み傷を
受けて１週間ほどほとんど動けなかったのを
記憶しています。このオスがチマヌーカと闘っ
て死んだ可能性は高いと思います。死因が病
気ではないことが救いですが、ムファンザー
ラやビリンドゥワ、そしてこのオスが立て続
けに亡くなったことはカフジのゴリラたちの
将来にとって不安な材料です。
　ただ、チマヌーカ集団だけは順調に赤ん坊

が生れて増え続けています。昨年も双子の赤ちゃんが生ま
れました。何と２００３年にこの集団で最初に赤ん坊が生
れて以来、４組の双子が生まれています。チマヌーカとい
うシルバーバックは双子を産む遺伝子を持っているのか
もしれません。チマヌーカの周りにはいつも子どもゴリラ
たちが群がっていて、彼はとても幸福そうです。ゴリラの
社会では、子どもたちが乳離れをするようになると、お母
さんゴリラたちが子どもをシルバーバックに預けます。子
どもたちをおとなに育て上げるのは母親ではなく、父親の
役割なのです。チマヌーカも将来を担うゴリラたちをたく
さん育ててほしいものですね。
　また、ガニャムルメ集団にも赤ん坊が生れて、この集団
も少しずつ増え始めました。子どもが増えることはオス
がメスたちに信頼されている証です。現在、カフジ・ビエ
ガ国立公園の山地部に生息しているゴリラは１６０頭余
り。そのうち動向が把握できているゴリラは１２０頭近
くにのぼります。早く平和が訪れて観光客がたくさん来
るようになり、いろいろなゴリラの集団を紹介できれば
と思います。そのときが来るまでゴリラたちが健康でい
てくれるように願っています。

子だくさんのチマヌーカ ▼ 



8 POPOF NEWS 18

収入
昨年度よりの繰越金

講演会・シンポジウム　カンパ
展覧会売上
作品売上寄付

ポポフグッズ売上（現金）
寄付 ( 現金 )

売上・寄付（郵便振替）
受取利子

計

支出
ニュースレター印刷費

封筒印刷費
ニュースレター・ホームページ作成費

ポポフグッズ材料費
カレンダー製作費

郵送費
ポポフへ送金

John Kahekwa 招へい費
次年度へ繰越金

計

1,772,307
119,154
50,000
36,600
669,640
207,022
1,265,403

229

4,280 ,355

46,000
9,800
10,000

   542,038
    52,800
 58,550

2,704,300
817,850
39,017

4,280,355

近
刊
案
内

■山極寿一著『ヒトの心と社会の由来を探る―霊長類学から見る共感と道徳の進化』高等研選書㉗
■京都水族館（仮称）と梅小路公園の未来を考える会編
　『京都に海の水族館？　市民不在のまちづくり計画』かもがわブックレット
■日高敏隆著『ぼくの世界博物誌－人間の文化・動物たちの文化』玉川大学出版部
■小長谷有紀・山極寿一編『日高敏隆の口説き文句』岩波書店
■小田亮著『利他学』新潮選書
■総合人間学会編『人間にとっての都市と農村』学文社
■根ケ山光一・柏木恵子編著
　『ヒトの子育ての進化と文化―アロマザリングの役割を考える』有斐閣
■藤田和生『比較行動学―ヒト観の再構築』放送大学教育振興会
■床呂郁哉・河合香吏編『ものの人類学』京都大学学術出版会
■小長谷有紀編『梅棹忠夫のことば』河出書房新社
■松沢哲郎著『想像するちから―チンパンジーが教えてくれた人間の心』岩波書店
■斎藤成也著『ダーウィン入門―現代進化学への展望』ちくま新書
■寺島秀明著『平等論―霊長類と人における社会と平等性の進化』ナカニシヤ出版
■菅原和孝著『ことばと身体―「言語の手前」の人類学』　講談社
■高田公理著『語り合うにっぽんの知恵』創元社
■中地フキコ『ルワンダに教育の種を―内戦を生きぬいた女性・マリールイズの物語』かもがわ出版
■若生謙二著『動物園革命』岩波書店
■秋道智彌『コモンズの地球史―グローバル化時代の共有論に向けて』岩波書店

▶
カ
フ
ジ
・
ビ
エ
ガ
国
立
公
園
で
モ
ニ
タ
ー

　
さ
れ
て
い
る
ゴ
リ
ラ
集
団
の
現
在
の
構
成

ムガルカ
チマヌーカ
ビリンドゥワ
ムファンザーラ
ランガ

ムプングウェ
ガニャムルメ
マンコト
無名
合計

1
1

1
1
1
１
1
7

17
3
8
5
6
8
12
10
69

3
3
1
1

2

10

13
1
5

3
2
3
27

１
34
7
18
7
7
14
16
15
119

集団名

13 歳以上 8歳以上8-12 歳 6-8 歳 3-6 歳 0-3 歳

シルバー
バック

ブラック
バック オトナメス ワカモノ コドモ アカンボウ 合計

1
1

4

1

5

会
計
報
告

ろ
う
き
ん
東
海
N
P
O
団
体
等
寄
付
シ
ス
テ
ム
、
上
野
動
物

園
ゴ
リ
ラ
基
金
、
日
本
グ
レ
イ
ト
エ
イ
プ
ス
保
護
基
金
、

G
R
A
S
P
-
J
A
P
A
N
、
A 

S
E
E
D
J
A
P
A
N

「
ケ
ー
タ
イ
ゴ
リ
ラ
」
か
ら
、
寄
付
金
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
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▲ビチブ・ムフンブーカ絵はがきセット▲ポポフ絵はがきセット

ポポ
フカレンダーを作ります

。

　2011年　
２００部限定見開きＡ４サイズ1部1０００円（送料込み）発売開始　１１月

予約を受け付けます。ポポフグッズと同様、郵便振替でお申込下さい。

絵本『ゴリラとあかいぼうし』の読み方と歌のＣＤ販売について

ポポフ・グッズ通信販売の
お知らせ

ゴリラの写真や絵がいっぱい！！

　ポポフ日本支部では、　ポポフの会員が作成したポポフ・グッズを
販売して、　その売り上げを現地の活動資金に寄付しています。　ご
協力いただける方は、　郵便局で青色の振り込み用紙に　口座番号：
００８１０－１－９０２１７、　加入者名：ポレポレ基金、　と記入
した上で、　ご希望の品名を書き込み、　該当する金額をお振り込み
下さい。　折り返し、　グッズをお送りいたします。　★は新製品です。

　☆ポポフ絵はがきセット（１０枚組）　　　　　　　　　１０００円
　☆ビチブ・ムフンブーカ絵はがきセット（５枚組）　　　　 ６００円
　☆ヒガシローランドゴリラ・ペンダント　　　　　　　　２２００円
　☆ヒガシローランドゴリラ・キーホルダー　　　　　　 ２２００円
　☆どこでもゴリラ・ブローチ（木彫り）　　　　　　　　 ３０００円
　★新ケイタイ・ストラップ（白と黒）　　　　　　　　　 １５００円
　★ポポフエコバック　　　　　　　　　　　　　　　　１５００円
　★ポポフ2012年カレンダー（予約販売11月頃配布）　１０００円

ポポフ・グッズ通信販売の
お知らせ

◀どこでもゴリラ・
　ブローチ（木彫り）

▶
ケ
イ
タ
イ
・

　
ス
ト
ラ
ッ
プ（
黒
）

▶
ケ
イ
タ
イ
・

　
ス
ト
ラ
ッ
プ（
白
）

ポポ
フカレンダーを作ります

。

　2012年　

　ダビッド･ビシームワさんの絵による絵本『ゴリラとあかいぼうし』（福音館書店）は、ゴリ
ラの言葉がゴリラ語に近づけた発音のカタカナで書いてあります。このため、読み聞かせを
するときに、「どうやって発音したらいいの？」と困る方がたくさんいらっしゃることがわか
りました。そこで、なるべくゴリラに近い発音で読んだ声をＣＤに録音しました。さらに本の
末尾に載せてある「ゴリラとあそぼう」という歌を声とバックミュージックだけのカラオケ
調の２種類で録音してあります。このＣＤを作成費と郵送費、それにポポフへのカンパ代５
００円を含め１０００円で販売します。ご希望の方はポポフ･グッズと同じ要領でご注文く
ださい。折り返しＣＤを郵送させていただきます。

絵本『ゴリラとあかいぼうし』の読み方と歌のＣＤ販売について

◀東ロ¦ランド
　ゴリラ・ペンダント・キーホルダー

NEW!!

NEW!!
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コンゴ民主共和国キヴ地方の昔話

ソンゴソンゴ

あるところに 1 人の農夫がいました。
農夫は畑でトウモロコシを育てていま
した。トウモロコシが実をつけはじめ
ると、一匹の虫ソンゴソンゴが農夫に
言いました。
「私は背骨のないちいさな虫です。追
い払わないで、どうかこのトウモロコ
シの中にいさせてください。この中で
しか生きられないのです」
「あそうかい。ではトウモロコシの中
にいてもいいよ」
と農夫はいいました。けれどソンゴソ
ンゴはトウモロコシの中にじっといる
だけではありませんでした。ソンゴソ
ンゴはトウモロコシを食べはじめまし
た。食べて食べて、毎日食べていると、
トウモロコシは元気がなくなって来ま
した。
「おや、どうしたことだ。トウモロコシが弱っていて病気のようだ」
畑にやって来た農夫は元気のないトウモロコシをじっと見ていまし
た。すると中からソンゴソンゴが顔をだしました。
「おいソンゴソンゴ。お前は中にいるのか」農夫が聞きました。
「はいいますとも」ソンゴソンゴは答えました。
「中で何をしているんだ」
「私が中で生きていくにはご飯もたべないといけません」
「そんなに食べたら、私のトウモロコシが病気になるじゃないか」
「いえいえ、ほんの少ししか食べていませんよ」
そう言ってソンゴソンゴはまたトウモロコシの中で食べ続けていま
した。
そうして、トウモロコシの収穫をする時が来ました。
「ソンゴソンゴ」
「はいはい」
「もう外へ出る準備ができたか？」
農夫が聞きますと
「いいえ。もう少し待ってください。トウモロコシはまだ硬いですよ」
農夫はもう少し待つことにしました。そうして 7 日ぐらいたってか
らまた収穫に来ました。

「ソンゴソンゴ、もう出る準備はできた
かね」
「いいえ、まだなんです。トウモロコシ
はもう収穫できるけれど、今日は刈ら
ないでもうちょっと待ってくださいな」
ソンゴソンゴは頼みました。農夫は仕
方ないので次の日に収穫することにし
ました。
次の日、農夫がやって来て
「ソンゴソンゴ。今から刈り取るので出
てくれ」
といいました。するとソンゴソンゴは
「どうぞ。刈り取ってください。私も一
緒に連れて帰ってくださいな」
といいました。
「そうかい」
と農夫は、ソンゴソンゴが中に入った
まま、トウモロコシを刈り取って家へ

帰りました。
家に着くと、農夫はいいました。
「ソンゴソンゴ。さあ出て来い」
するとソンゴソンゴは
「まだですよ。料理をする時になったらここからでます」
といいました。そこで農夫は鍋に水をはり、トウモロコシを入れ、
火にかけていいました。
「ソンゴソンゴ出てこい。鍋を火にかけたぞ」
するとソンゴソンゴは
「いやいや、まだ水が湯になっていませんよ。煮立ってきたら私は
外にでますよ」
といいました。
火にかけた鍋はぐらぐらと煮立ってきました。農夫はもう一度ソン
ゴソンゴに声をかけました。
「ソンゴソンゴ。出てこないのかい」
しかし返事はありません。農夫はソンゴソンゴが入っているトウモ
ロコシを鍋から取ると、半分に切ってみました。するとソンゴソン
ゴはトウモロコシの中で死んでいました。

訳・絵　ふしはらのじこ訳・絵　ふしはらのじこ

　ポポフの活動紹介、カフジ・ビエガ国立公園、ヒガシローランドゴリラ、ポポフ・グッ
ズなどがカラー写真で紹介されている他、今までのニュースレターがすべて閲覧でき
ます。ゴリラの歩く姿がとってもユニークですよ。ポポフのアーチスト、デヴィッド・
ビシームワが製作した絵ハガキも通信販売しています。ぜひ、一度ご覧下さい。

http://jinrui.zool.kyoto-u.ac.jp/Popof/index.htm

連絡先：〒606-8502　京都市左京区北白川追分町
　　　　京都大学大学院理学研究科人類進化論研究室　ポポフ日本支部

HYPERLINK

ポポフのホームページポポフのホームページ
お願い：
ポポフの紹介とポポフ・グッズの
展示・販売を各地で行いたく思っ
ています。可能な場所と展示を引
き受けてくださる方があれば、ご
連絡下さい。

語り手：ジョン・カヘークワ（昨年９月世界の霊長類絵本展の会場でジョンさんが語ってくれたお話です）　


